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１.はじめに

本研究における「学びの本質」とは、

全教科・健康教育・道徳・外国語活動・

総合的な学習の時間・特別活動（以下全

教科・健康教育等）に共通の学力である。

そして、この共通の学力を本校では、「マ

スターキー」と呼ぶこととしている（図

１）。

学校教育において、育成すべき資質・

能力の三つの柱（「知識及び技能」、「思

考力，判断力，表現力等」、「学びに向か

う力，人間性等」）をはじめ、多様なマ

スターキーが存在すると考えられる。本

校では特に、思考力，判断力，表現力等

のマスターキーに焦点を当ててきた。

その中でも、本校は、「水平思考力（多

様な観点で、複数の考えを生み出す力）」

と、「垂直思考力（課題に対する自分の

考えを再構成する力）」を、思考力，判

断力，表現力等に関するマスターキーと

して、その育成について平成24年度より

６年をかけて研究を進めてきた。その成

果と課題を踏まえ、平成30年度（７年次）

より「協働的思考力（他者を理解し、人

と関わり合う力）」に視点を当ててきた。

児童自身が「水平思考力」「垂直思考力」

をさらに効果的 に発揮できる潤滑油の

ような役割として「協働的思考力」を捉

えている（図２）。

図１ 学びの本質

図２ ともに広げ、ともにしぼる思考力
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２.研究の目的

2-1 目指す児童像

本研究では、「学びの本質」が育まれた児童を「問題解決の過程で、自ら多様な考えを生み出

したり、自ら明確な根拠をもって考えを絞り込んだりしている姿」として捉え、研究を進めてき

た。

児童は学習活動の中で、問題解決に向けて、自分なりに考えを生み出したり、考えを絞り込ん

だりしている。本研究では、この問題解決の過程において、考えを生み出す際には、見通しや既

習経験を焦点化したり、複数の考えを関連付けたりしながら、水平思考力を発揮して多様な考え

を生み出せるようにしていく。また、考えを絞り込む際には、生み出された多様な考えを比べた

り、整理したり、選んだりしながら、垂直思考力を発揮して、考えを再構成することができるよ

うにしていく。しかし、一人では多様な考えを生み出すことができなかったり、明確な根拠をも

って考えを絞り込んだりすることができないことがある。そこで、協働的思考力を発揮して、他

者と関わり合い、他者と自分の考えの共通点や相違点に気付き、理解することで、より水平思考

力、垂直思考力が発揮できるようにしていく。そして、問題解決が図られた先には、さらに追究

すべき新たな問題に向けた取組が始まるのである。

このような姿は、全教科・健康教育等に共通の目指すべき児童の姿であり、本研究で目指す「学

びの本質」が育まれた児童の姿である（図３）。本研究の目的は、以上のような児童の姿を目指

し、「学びの本質」を育む授業を創造することである。そのために、授業の指導法改善を進めて

きた。

３.研究の視点「学びの本質（マスターキー）」について

3-1 水平思考力

水平思考力とは、「多様な観点で、複数の考えを生み出す力」である。児童が問題解決の過程、

つまり課題の解決に向けて価値ある答えを導くためには、問題（課題）に対して、多様な考えを

生み出すことが大切である。そのためには、多様な観点で複数の考えを生み出す思考スキルを身

図３ 本研究で目指す児童像
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に付け、活用していくことが必要である。児童は、この思考スキルを身に付け、活用することで、

自分の考えを増やしたり広げたりできると考える。水平思考力に関わる思考スキルは図４、思考

スキルを活用できるようにするための手立ては図５、評価規準は図６のとおりである。

思考スキル 思考スキルのイメージ図 スキルの説明

発想する 問題（課題）に対して、観点(A)の考え

（a1）を生み出す。さらに、別の観点(B)

の考え（b1）、観点(C)の考え（c1）を生み

出すスキルである。つまり、「０→１」の

最初の考えを生み出す思考スキルである。

連想する 既に明らかとなっている考え（a1，b1，

c1）を基に、同じ観点(A)の考え（a1→a2

→a3･･･）を生み出すスキルである。また

同様に、他の観点(F)の考え（c1→f1）を

生み出すスキルである。つまり、「１→２

→３→…」の既存の考えから新たな観点や

考えを生み出す思考スキルである。

既に明らかとなっている考え（a1，b1）

を基に、新たな観点(H)の考え（h1）を生

み出すスキルである。つまり、「a1＆b1→h

1」の既存の複数の考えから新たな観点の

の考えを生み出す思考スキルである。（導

き出した複数の考えを、観点を変えて捉え

直すことは、児童にとって高度な思考スキ

ルであると考えられる。）

図４ 水平思考力の思考スキル

思考スキル 手立て

発 連 焦点化 ○問題（課題）に対する漠然とした児童の見通しを焦点化する。（見通しの焦点化）

想 想 ○問題（課題）に対する児童の既習経験等を焦点化する。（既習経験等の焦点化）

す す グループ化 ○自分や他者の考えについて、同じ観点で分類しグループをつくり表などに整理し、

る る それらを図や記号で関連付ける。

構造化 ○自分や他者の考えをワークシート等に整理し、それらの考えを観点を変えて見直

すようにする。

図５ 水平思考力の思考スキルを活用できるようにするための手立て
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思考スキル 発 想 す る 連 想 す る

児童向けの言葉 いかす くらべる・つなげる・なかまをみつける

・問題（課題）に対し、具体物・半具体物を操作し ・既存の考えから新たな観点や考えを連

て、発想している。 想している。

※操作するとは･･･ ・既存の複数の考えから新たな観点や考

言語表現である『考えをノートに書く』、図的表 えを連想している。

現である『補助線を引く』なども含まれる。

図６ 水平思考力の思考スキルの評価規準

3-2 垂直思考力

垂直思考力とは、「課題に対する自分の考えを再構成する力」である。児童が答えを導く際、

一度立ち止まり、本当にその考えは正しいのか、自分の実態に合っているのかなど多様な方法で

吟味することが大切であり、これが本校の考える再構成である。児童は自分の考えを再構成する

ことで、明確な根拠をもって自分の考えを絞り込むことができる。児童は思考スキルを必要に応

じて組み合わせながら、繰り返し活用している。垂直思考力に関わる思考スキルは図７、思考ス

キルを活用できるようにするための手立ては図８、評価規準は図９のとおりである。

思考スキル 思考スキルのイメージ図 スキルの説明

分類・整理する 課題に対する考えが複数出された

際、それぞれの共通点を見付け、ま

とまりをつくるスキルである。

まとまりをつくることで、考えが

整理され、絞りやすくなる。

分析比較する 課題に対する複数の考えを比べ、

共通点や相違点に着目しながら特徴

をとらえるスキルである。

共通点や相違点を見付けること

で、課題に対する考えの特徴を明確

にすることができ、考えが絞りやす

くなる。

取捨選択する 課題に対する複数の考えの中か

ら、課題の解決に向けてより適切な

考えを取り上げ、その他の考えを除

いていくスキルである。

理由付けを行うことで、明確な根

拠を基に考えを絞り込むようにな

る。

図７ 垂直思考力の思考スキル
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思考スキル 手立て

分類・整理 観点の設定 分類・整理するための観点を設定することで、（目的に応じた）まとまり

する をつくることができるようにする。

分析比較 比較対象の設定 分析比較するための比較対象を設定することで、（目的に応じた）共通点

する や相違点を見付けることができるようにする。

取捨選択 条件設定 児童の活動に条件を設定することで、その条件に当てはまる考えを取り上

する げたり、当てはまらない考えを除いたりすることができるようにする。

想起 これまでの学習で習得した知識を基にすることで、その考えが「適切」か

「適切でない」かを考えることができるようにする。

図８ 垂直思考力の思考スキルを活用できるようにするための手立て

思考ｽｷﾙ 分類・整理する 分析比較する 取捨選択する

児童向けの言葉 わける くらべる えらぶ

低学年 ○まとまりをつくっている。○共通点や相違点を見付けてい ○自分なりの理由をもっている。

（１～３年） る。

高学年
○目的に応じたまとまりを ○目的に応じた共通点や相違点を ○妥当性のある理由をもってい

つくっている。 見付けている。 る。

（４～６年）

※「目的に応じたまとまり」※「目的に応じた共通点や相違点」※「妥当性がある」とは、理由

とは、学習のねらいにつ とは、学習のねらいにつながる に客観性や正確性があり、広

ながる観点を基に整理し 比較対象から見付けた共通点や く認められる内容であること

たまとまりのことである。 相違点のことである。 を表す。

図９ 垂直思考力の思考スキルの評価規準

3-3 協働的思考力

協働的思考力とは、「他者を理解し、人と関わり合う力」である。児童が、問題解決の過程で、

自ら多様な考えを生み出したり、自ら明確な根拠をもって考えを絞り込むためには、他者と関わ
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り合うことが効果的である。よって、「水平思考力」「垂直思考力」をさらに効果的に発揮できる

潤滑油のような役割として「協働的思考力」を捉えている。

協働的思考力は大きく二つの側面をもっている。一つ目は、「他者と関わり合う」価値を理解

することである。他者と関わり合うことが課題解決をする際の手助けとなることを、児童が見い

だせることが大切であると考えた。これは主に、授業における観察によって見取りを行う。

二つ目は、「他者の考えに気付いたり、認めたり、理解したりする」ことである。他者の考え

に気付き、自他の考えを共有し、違いを認め合いながら課題解決することが大切であると考えた。

これは主に、授業での観察や記述、ＧＰＳ－Academicによって見取りを行う。

図10は、協働的思考力を発揮している児童の姿をイメージで表したものである。図11には、発

達の段階における概ね満足できる姿を示しており、一つ上のレベルが、その発達の段階での十分

満足できる姿と捉えている。児童が協働的思考力を発揮できるようにするために、教師がどのよ

うな働きかけをすればよいかについても明らかにしてきた（図12）。本研究では、関わり合いを

生み出しやすくするための教師の指導を「働きかけ」と定義している。働きかけは全部で六つあ

り、発達の段階において重点に置いている働きかけがある。また、働きかけの前提として、児童

一人一人が自分の考えをもてるようにすることが重要である。

教師の働きかけにより、児童は「他者と関わり合う」価値を理解し、「他者の考えに気付いた

り、認めたり、理解したりする」ことができるようになる。そこに、水平思考力、垂直思考力の

思考スキルを活用できるようにするための手立てを講じることで、「ともに広げ、ともにしぼる」

ことができるようになっていく。

図10 協働的思考力を発揮している姿のイメージ
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レ ①他者と関わり合う ②他者の考えに気付いたり、認めたり、

ベ （観察評価） 理解したりする

ル （観察、記述、GPS評価）

Ａ ・関わっている人たちの考え方に配慮でき ・他者との考えの違いを理解することが

る。 できる。

・目的と必要に応じて他者と関わり、一緒 ・必要に応じて他者の考えを認めること

によりよい解決策を考えることができ ができる。

る。 ・相互の考えを共有し、違いを確認しな

がら、意見をまとめることができる。

Ｂ ・目的をもって他者と関わり、一緒により ・他者の考えを認めることができる。

高 よい解決策を考えることができる。 ・相互の考えを共有し、違いを理解する

学 ・目的に応じて関わる他者を選び、一緒に ことができる。

年 よりよい解決策を考えることができる。

・ともにひろげ、ともにしぼる価値を理解

している。

Ｃ ・自分なりに、関わっている人たちと一緒 ・教師のなげかけから、他者の考えを認

中 によりよい解決策を考えることができ めることができる。

学 る。 ・教師のなげかけから、相互に考えを共

年 ・ともにひろげ、ともにしぼるよさに気付 有することができる。

いている。

Ｄ ・自分なりに、関わっている人たちと一緒 ・他者とは考えが異なることに気付くこ

低 に解決策を考えることができる。 とができる。

学 ・関わるよさに気付いている。

年

図１１ 低学年・中学年・高学年で到達したい協働的思考力を発揮している姿

働きかけ 内 容 低学年 中学年 高学年

学びの履歴 既習での関わり合いについて示す。 ◎

関わり 価値付け 他者と関わり合うことのよさを伝えた ◎

合う り、児童と児童をつなげたりする。

必要感 目的の共有 他者と関わり合う目的を共有できるよう ◎

にする。

可 思考の可視化 言語活動を通して、児童の思考を可視化 ◎

視 する。

化 立場、状況の可視化 課題に対する児童の考えや立場、状況を ◎

可視化する。

グルーピング ペアやグループなどの学習形態を工夫す ◎

る。
図１２ 協働的思考力を発揮するための教師の働きかけ
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４.研究の経過

4-1 前研究（平成20年度～平成23年度）の成果と課題から本研究主題を設定

前研究の成果の一つとして、児童の学習を活性化させるには、思考の「可視化」が有効であっ

たことが挙げられた。そしてこの「可視化」は、特定の教科だけでなく、全教科・健康教育等に

おいて有効であることが明らかになった。一方で、その成果を各実践において挙げてはいるもの

の、「何を」、「どのように」といった具体的な内容についての汎用性は検証できていないという

課題が挙がった。

また、本校教員一人一人による日々の授業実践や、各自の研究で明らかになった児童の姿を集

約すると、本校児童には次のような課題が見られた。

△一つの考えを出すことで、問題解決を終わりにしてしまうこと。

△試行錯誤して複数の考えを出せたとしても、それらの考えを見直してより妥当性のある考えを

確定するまでに至らないこと。

△自分の考えを伝える際の根拠が明確でないため、相手を納得させる説明が不十分であること。

そこで「可視化」のように、全教科・健康教育等における研究の成果を相互に関連させ、児童

のもっている力をさらに伸ばすという視点から、全教科・健康教育等に共通の学力（学びの本質）

を解明し、それを身に付け、活用できるようにするための手立てを明らかにすることを目指した。

前研究主題「自己を磨く児童を育てる授業の創造」の下で進めた研究の成果と課題、並びに、

児童の実態、国の動向から本研究主題「『学びの本質』を育む授業の創造」を設定した。

4-2 本研究１・２年次（平成24年度～平成25年度）

本研究を始めるにあたり、１年次に思考力，判断力，表現力等に関する本校独自の調査問題を

作成し、全校で実施した。その結果、我々が、日々の授業実践や研究の中で感じた児童の姿と、

調査問題の結果を踏まえて考察した課題は関連していることが分かった。そして、１・２年次で

は、全教科・健康教育等で捉える「水平思考力」「垂直思考力」に関わる児童の実態、目指す方

向について共通点を探った。

4-3 本研究３・４年次（平成26年度～平成27年度）

３年次は、さらに授業実践を通した児童の姿から、思考スキルについて、その評価規準を設定

した。４年次は、「水平思考力」「垂直思考力」における思考スキルを身に付け、活用できるよう

にするための手立てを再検証した。

4-4 本研究５・６年次（平成28年度～平成29年度）

５年次では、改めて思考スキルの検討、個と集団への手立ての構築を目指し、授業実践を通し

て検証していった。また、調査問題を新たに作成し、実施した。

さらに、評価方法改善の視点から、５年次（平成28年度）から株式会社ベネッセコーポレーシ

ョンとの共同研究に取り組んできた。株式会社ベネッセコーポレーションは、先行的に高等学校

における評価方法の研究を進めており、平成28年12月には、入試改革や急速に進む社会の変化に
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対応し、三つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を測定するテスト「ＧＰ

Ｓ－Academic（以下、ＧＰＳ）」を開発した。このＧＰＳは、自ら問題を発見し、正解が一つと

は限らない問題の解決に向けて、多様な人々と協働し、新たな価値を生み出す力を育成すること

を目指している。測定する力は、全教科・健康教育等に共通の学力であり、これからの社会に必

要な汎用的な思考力である「批判的思考力」「協働的思考力」「創造的思考力」を設定し定義して

いる。これらの三つの思考力を把握することにより、学習の改善につなげることを目的としてい

る。

本校でも児童の思考力，判断力，表現力等の現状をとらえるため、「水平思考力」、「垂直思考

力」を問う本校独自の調査問題を作成した。前調査問題では、平成24年度から平成26年度までの

３年間実施し、児童の思考力，判断力，表現力等の変容を見取ったり、抽出児童を選んだりする

ことに活用した。また、５年次（平成28年度）には、調査問題の刷新を図り、さらに児童の「水

平思考力」「垂直思考力」及び、思考スキルについて正確に見取ることができるようにした（図

５、６）。思考力，判断力，表現力等に焦点を当てて評価方法の改善を図ってきたことが本校と

株式会社ベネッセコーポレーションとの一致する点であった。そこで、このＧＰＳの結果を、児

童が自らの思考力について把握し、今後の学習方法や学習習慣の改善に生かすための材料になり

得るものと考え、共同研究を進めていくこととした。

共同研究を進めるにあたり、まずはＧＰＳで測定する力の「創造的思考力」「批判的思考力」「協

働的思考力」と本校の「水平思考力」「垂直思考力」の対応付けを行った。その結果、本校の「水

平思考力」とＧＰＳの「創造的思考力」が、本校の「垂直思考力」とＧＰＳの「批判的思考力」

が思考力として近いものであることが分かった（図13）。そして、問題作成に関わる意見交換、

実施・結果分析、本校調査問題とＧＰＳの相関分析を行った。その結果、水平思考力は創造的思

考力、垂直思考力は批判的思考力と関連していることが示唆された。そこで、今後は、本校の調

査問題を更新していくのではなく、ＧＰＳを本研究における思考力，判断力，表現力等の評価方

法として採用していくこととした。

図13 本校の思考力とＧＰＳの思考力の関係
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６年次では、これまでの思考スキルを精選し、「水平思考力」と「垂直思考力」を関連させて

発揮している児童の姿を見取っていった。

平成29年度までの６年間の研究で、以下のような成果（〇）と課題（△）が挙がった。

○児童が自ら複数のスキルを使いこなして、考えを広げたり絞ったりする姿が見られるよう

になった。１時間の授業の中で、水平思考力、垂直思考力の両方の思考スキルを活用して

課題解決をする姿も見られるようになってきた。また、思考スキルを繰り返し活用してい

る具体的な姿を示すことができた。

△今以上に、教師からの意図的な手立てがなくとも、児童が自ら思考スキルを活用すること

ができるようになるように、さらに研究を進めていく。

△思考力，判断力，表現力における全教科・健康教育等に共通の学力（マスターキー）はも

ちろんのこと、創造する力や協働する力など、外部機関との連携を図りながら、全教科・

健康教育等に共通の学力（マスターキー）を探っていく。

個や集団に向けた手立てによって、水平思考力、垂直思考力の両方の思考スキルを活用して課

題解決する姿が見られるようになってきた。また、他者と協働することの重要性を改めて再認識

することとなった。

4-5 本研究７・８年次（平成30年度～令和元年度）

６年次までの成果と課題、並びに、児童の実態、国の動向を踏まえて、７年次（平成30年度）

からは、「協働的思考力（他者を理解し、人と関わり合う力）」に視点を当てることとした。

７年次からは指導法改善部会として、低学年、中学年、高学年の３部会を組織した。協働的思

考力に視点を当てた校内授業研や部内授業研により、発達の段階における協働的思考力を発揮し

ている姿と、そのための教師の働きかけを明らかにすることを目的とし、以下のような取組を行

った。

○「協働的思考力」の定義付けと具体的な児童の姿の設定

○低・中・高学年の発達の段階に即した学年部会の設置と教師の働きかけの授業実践と検証

○協働的思考力を発揮している姿の一覧表の作成

指導法改善部会の取組により、協働的思考力を発揮している姿を授業の中から見いだし、具体

的な児童の姿を捉えてきた（図11）。また、他者との関わり合いが生まれやすくするための教師

の働きかけについても明らかにすることができた（図12）。

５.研究の実際（指導法改善部会の取組）
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5-1 低学年部会

(1)低学年における協働的思考力を発揮している児童の姿と教師の働きかけ

本校の目指す児童の具体的な姿である「問題解決の過程で、自ら多様な考えを生み出したり、

自ら明確な根拠をもって考えを絞り込んだりしている姿」と低学年の発達の段階を踏まえ、協働

的思考力を発揮している姿を設定し、イメージ図を作成した。

協働的思考力を ①他者と関わり合う ②他者の考えに気付いたり、

発揮している姿 認めたり、理解したりする

学習活動に即し ・自分なりに、関わっている人たちと ・他者とは考えが異なること

た児童の姿 一緒に解決策を考えることができる。 に気付くことができる。

・関わるよさに気付いている。

(2)低学年における教師の働きかけの具体

低学年では、「他者と関わるよさに気付くことで、他者と関わり合い、他者の考えに気付くこ

とが多いこと」が実践から紡ぎだされた。そこで、協働的思考力を発揮できるようにするための

教師の働きかけのうち、特に他者と関わるよさに気付くことをねらいとして、低学年部会では「学

びの履歴」「価値付け」を重点とすることした。

図14 低学年における協働的思考力を発揮している児童の姿のイメージ
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5-2 中学年部会

(1)中学年における協働的思考力を発揮している児童の姿と教師の働きかけ

本校の目指す児童の具体的な姿である「問題解決の過程で、自ら多様な考えを生み出したり、

自ら明確な根拠をもって考えを絞り込んだりしている姿」と中学年の発達の段階を踏まえ、協働

的思考力を発揮している姿を設定し、イメージ図を作成した。

協働的思考力を ①他者と関わり合う ②他者の考えに気付いたり、認め

発揮している姿 たり、理解したりする

学習活動に即し ・自分なりに、関わっている人た ・教師のなげかけから、他者の考

た児童の姿 ちと一緒によりよい解決策を考 えを認めることができる。

えることができる。 ・教師のなげかけから、相互に考

・ともにひろげ、ともにしぼるよ えを共有することができる。

さに気付いている。

(2)中学年における教師の働きかけの具体

中学年では、「教師のなげかけから他者と関わり合い、他者の考えに気付いたり、認めたりす

ることが多いこと」が実践から紡ぎだされた。そこで、協働的思考力を発揮できるようにするた

めの教師の働きかけのうち、中学年部会では「目的の共有」「思考の可視化」を重点とすること

した。

図15 中学年における協働的思考力を発揮している児童の姿のイメージ
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5-3 高学年部会

(1)高学年における協働的思考力を発揮している児童の姿と教師の働きかけ

本校の目指す児童の具体的な姿である「問題解決の過程で、自ら多様な考えを生み出したり、

自ら明確な根拠をもって考えを絞り込んだりしている姿」と高学年の発達の段階を踏まえ、協働

的思考力を発揮している姿を設定し、イメージ図を作成した。

協働的思考力を ①他者と関わり合う ②他者の考えに気付いた

発揮している姿 り、認めたり、理解し

たりする

学習活動に即し ・目的をもって他者と関わり、一緒により ・他者の考えを認めるこ

た児童の姿 よい解決策を考えることができる。 とができる。

・目的に応じて関わる他者を選び、一緒に ・相互の考えを共有し、

よりよい解決策を考えることができる。 違いを理解することが

・ともにひろげ、ともにしぼる価値を理解 できる。

している。

(2)高学年における教師の働きかけの具体

高学年では、「目的に応じて他者と関わり合い、他者の考えに気付いたり、認めたりすること

が多いこと」が実践から紡ぎだされた。具体的には、目的によって他者と関わることを選択した

り、関わる他者を選んだりするということである。そこで、協働的思考力を発揮できるようにす

るための教師の働きかけのうち、高学年部会では「立場、状況の可視化」を重点とすることした。

図16 高学年における協働的思考力を発揮している児童の姿のイメージ
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６.研究のまとめ

本研究の目的は、全教科・健康教育等に共通の学力である「学びの本質（マスターキー）」を

育む授業を創造することである。本校では特に、思考力，判断力，表現力等のマスターキーに焦

点を当て、「問題解決の過程で、自ら多様な考えを生み出したり、自ら明確な根拠をもって考え

を絞り込んだりしている姿」を目指す児童像として実践に取り組んできた。そのために、「水平

思考力（多様な観点で、複数の考えを生み出す力）」、「垂直思考力（課題に対する自分の考えを

再構成する力）」、「協働的思考力（他者を理解し、人と関わり合う力）」を研究の視点として、授

業の指導法改善を進めてきた。研究の成果と課題は、次のとおりである。

6-1 研究の成果

(1)指導法改善部会での実践から

授業での児童の姿から、協働的思考力を発揮し、水平思考力と垂直思考力をさらに発揮してい

る児童の姿を捉えることができた。また、関わり合いを生み出しやすくするための教師の指導で

ある「教師の働きかけ」をまとめることができた。

教師の働きかけにより、児童は協働的思考力を発揮し、水平思考力、垂直思考力の複数の思考

スキルを使いこなし、「問題解決の過程で、自ら多様な考えを生み出したり、自ら明確な根拠を

もって考えを絞り込んだりしている姿」が見られるようになった。

(2)児童の意識調査から

児童の水平思考力、垂直思考力、協働的思考力についての意識を調査するため、全校児童を対

象に質問紙調査を実施した。「学習をするときに、自分一人で自分の考えを広げることができて

いる（個人で水平）」「学習をするときに、自分一人で自分の考えをしぼることができている（個

人で垂直）」「友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを広げることができている（協働

して水平）」「友達との間で話し合う活

動を通じて、自分の考えをしぼること

ができている（協働して垂直）」とい

う四つの項目を設定した。これらに対

して、「４：そう思う」「３：どちらか

といえば、そう思う」「２：どちらか

といえば、そう思わない」「１：そう

思わない」の４件法で回答を求めた。

調査時期は、2018年４月、2019年２月、

2019年７月の計３回であった。分析対

象は、３回の調査に回答できた令和元

年度の３～６年生（平成30年度の２～

５年生）であり、有効回答数は366名

であった。図17は、４項目の平均値を

時系列で示している。

図17 児童の意識の変容

（＊：p<0.05, ＊＊:p<0.01, ＊＊＊:p<0.001）
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各項目、反復測定による一元配置分散分析を適用した結果、「個人で水平」で有意差が見られ

た。２回目の調査で意識の低下が見られるのは、「協働して水平」と比較して、自分の考えを広

げることができていないと捉える児童が多くなったためと考察した。垂直思考力については、有

意差は見られないものの平均値の上昇傾向が見られ、自分の考えをしぼることができていると捉

えている児童が多くなっていると考えられる。

調査時期毎に対応のあるｔ検定を適応した結果、どの時期においても「個人で水平」と「協働

して水平」、「個人で垂直」と「協働して垂直」の間に有意差が見られた。これらの結果から、児

童は協働的思考力を発揮することが、よりよい水平思考、垂直思考につながると捉えており「と

もに広げ、ともにしぼる」ことに価値を見出していると考えられる。

(3)ＧＰＳ－Academicの結果から

本研究では、中学年（３・４年生共通問題）、高学年（５・６年生共通問題）の二つの選択式

問題冊子を作成し、40分間で実施する評価テスト（ＧＰＳ－Academic）を実施した。評価の段階

は評価テストの正答率に応じてＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階に設定した。これは、学年によって

の到達度の差を確認しやすくするためであり、問題冊子の難易度に応じて調整を行っている。

以下に、各思考力の問題例を示す。

《批判的思考力の問題例》

批判的思考力を測定する設問

である。テキストで与えられた

「右に曲がると○○があり、そ

の先に･･･」といった情報を、地

図上で整理し直し、さらに逆か

ら（紙面の上から下に）見た時

の様子を考えてしぼっていく必

要がある。また、他にも情報ど

うしの関係性や重要度などを判

断する設問を出題している。

課題やそれに対する複数の考

えの関係を整理できていないと、

垂直思考力を発揮して「課題に

対する自分の考えを再構築する」

ことは難しいため、垂直思考力

のベースとして批判的思考力が

関連している。
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《創造的思考力の問題例》

創造的思考力を測定する設問である。

マークを仲間分けする方法について、

本文の事例（②と③は仲間だが、①は

異なる）から規則性を発見し、その規

則に当てはまる別の事例を挙げていく

ことを求めている。これを問題発見・

解決の文脈に置き換えると、既存の考

えから新たな観点の考えを生み出す、

水平思考力の思考スキル「連想する」

につながる。

なお、他には、実験結果から問題点

を発見する設問などを創造的思考力を

問う設問として出題しており、水平思

考力の思考スキル「発想する」とも関

連している。

《協働的思考力の問題例》

協働的思考力を測定する設問である。

割り算の知識を使えば「８あまり２」ま

では容易に求めることができ異論の余地

はないが、「では、そのあまりの２人をど

うすればよいか」という現実的な判断に

おいては、人によって考え方が異なる可

能性がある。さらに、現実場面では、考

えのすべてが説明されることはないため、

会話の断片から推し量る以外にその人の

考え方を知る方法はない。他者と関わり

合い「ともに広げ、ともにしぼる」ため

には、相手がどのように考えているのか

を推測し、共通点や相違点を見付け、互

いに納得できるような考えをまとめる協

働的思考力が必要になるといえる。
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中学年、高学年におけるテスト実施結果（2019年７月）をそれぞれ以下に示す。評価Ａ以上の

到達人数をそれぞれの学年で比較すると、三つの思考力全てにおいて３年生より４年生、５年生

より６年生の方が高い結果となっていることが分かる。ここから、ＧＰＳを用いることで発達の

段階に応じた思考力の変化が可視化できることが考察される。また中学年と高学年でそれぞれ特

徴的な傾向が確認できたため、その考察を行う。

中学年では、４年生について協働的

思考力の評価Ｃ・Ｄの人数が合計で9.8

％と、３年生の同評価の人数割合と比

較して非常に少ない結果となった（図1

8）。また、他の思考力と比較しても、

協働的思考力の伸びが大きいことが分

かる。本校では、４年生から宿泊学習

を実施している。宿泊学習では、より

よい集団生活のために他者と協働する

必要があるため、協働的思考力を発揮

する場面が多く設定されている。７月

の宿泊学習（林間学校）に向けての取

組と全教科・健康教育等の学びが関連

して、このような結果となったと考察

した。

高学年では、６年生について５年生

の結果と比較したときに、創造的思考

力の評価Ａ以上の累積人数の差が20.7

％となっており、他の思考力と比較し

ても大きな差が生じていることが分か

る（図19）。本校の６年生は最高学年と

して、一人一役のリーダーとして活躍

する場面が与えられる。委員会、クラ

ブ、縦割りグループ、通学班といった

同学年だけでない他学年との関わり合

いの中で、協働的思考力、創造的思考

力を発揮する場面が多く設定されてい

る。責任のある最高学年としての取組

と全教科・健康教育等の学びが関連し

て、このような結果となったと考察し

た。

各年度のＧＰＳは、問題が全て同じではないため、力の伸びをテスト結果の推移として単純に

比較することはできない。そこで、各年度の問題冊子中に共通問題を設定することで、その正答

率の推移から児童の思考力の変化について考察していく。2017年度３年生（2018年度４年生）集

団と2017年度５年生（2018年度６年生）集団のいずれも、各思考力が伸びていることが分かった。

図18 中学年の思考力結果

図19 高学年の思考力結果
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正答率差については、2017年度３年生（2018年度４年生）集団において批判的思考力の伸びが顕

著であり、2017年度５年生（2018年度６年生）集団においては批判的思考力および創造的思考力

の伸びが顕著に見られた（図20、21）。

思考力の伸びの特徴について、各学年での学習内容や活動の特徴と紐付ながら考察を行う。例

として小学校学習指導要領解説理科編（平成29年７月）を取り上げると小学校段階の思考力，判

断力，表現力等の育成は下記のように示されている。

第３学年･･･差異点や共通点を基に、問題を見いだすといった問題解決の力の育成を目

指している。この力を育成するためには、複数の自然の事物・現象を比較

し、その差異点や共通点を捉えることが大切である。

第４学年･･･既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想するといった

問題解決の力の育成を目指している。この力を育成するためには、自然の

事物・現象同士を関係付けたり、自然の事物・現象と既習の内容や生活経

験と関係付けたりすることが大切である。

第５学年･･･予想や仮説を基に、解決の方法を発想するといった問題解決の力の育成を

目指している。この力を育成するためには、自然の事物・現象に影響を与

えると考える要因を予想し、どの要因が影響を与えるかを調べる際に、こ

れらの条件を制御するといった考え方を用いることが大切である。

第６学年･･･妥当な考えをつくりだすといった問題解決の力の育成を目指している。こ

の力を育成するためには、自然の事物・現象を多面的に考えることが大切

である。

第３、４学年では、観点を変えながら情報を取捨選択し、自分の考えを持つことが中心となっ

ており、これは垂直思考力（ＧＰＳにおいては批判的思考力）に対応するものと考えられる。第

５、６学年においては、具体的な問題発見・解決を行う中で、さまざまな解決策を検討し、妥当

図20 ＧＰＳ共通問題正答率の変容（中学年） 図21 ＧＰＳ共通問題正答率の変容（高学年）
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な解決策を導くことが中心となっており、これは垂直思考力に加え水平思考力（ＧＰＳにおいて

は創造的思考力）にも対応している。以上のように、思考力の伸びの特徴については各学年の学

習内容や活動の特徴とも関連がありそうだということが示唆された。一方で、各学年の学習内容

や活動に特徴がある中でも、三つの思考力が着実に伸びていることは学校全体のカリキュラム・

マネジメントによる成果であると考えられる。

6-2 研究の今後の課題

これまでの研究の成果を今後に生かすためには、課題を的確に捉え、整理していくことが重要

である。研究を通して、前述のような成果があった一方で、解決しなければならない課題も見え

てきた。よりよく「学びの本質」を育むために、次の点を課題として捉え、研究を推進していき

たい。

△新学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」の実現と「学びの本質」の関連につ

いて整理していく。

△思考力，判断力，表現力等における「学びの本質」はもちろんのこと、知識及び技能、学び

に向かう力，人間性等における「学びの本質」について探っていく。

△全教科・健康教育等に共通の学力である「学びの本質」と各教科・健康教育等の特質ともい

える「見方・考え方」の関連や「資質・能力の評価の在り方」について探っていく。

△全教科・健康教育等に共通の学力である「学びの本質」を軸とした「カリキュラム・マネジ

メントの在り方」について探っていく。
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